
町内のあらゆる資源を活用し、ハード・ソフト
両面による「地場産業の活性化」を進めていくと
ともに農業の６次産業化や産学官の連携による新
たな産業の創出等、本町の強みを生かした産業の
活性化を進めていく。

①川崎町ならではのしごとと安定した雇用を創出する事業

【具体的な事業】
・空き店舗等における創業支援事業の拡充
・農産物にブランド化や地域農業商社事業の展開・拡
充を推進する「稼ぐ」農業プロジェクト
・農産物直売所周辺観光交流公園の整備 など

観光などで訪れる交流人口を安定的に確保し、町の活性化につなげていく。
第１次戦略期間に獲得した新しい人の流れの維持・拡大を図りながら、公的支
援で立ち上がった産業関連事業は、将来、民間事業として自立できるよう取り
組み、訪れた人に本町を移住先として選択してもらえるよう、基礎的な住環境
の確保とあわせ、住宅の選択肢や経済的メリットを感じられる仕組みを用意す
る。

【具体的な事業】
・道の駅整備等地域拠点整備の推進
・スポーツ交流人口強化事業
・ＵＩＪターン等移住推進プロジェクト

など

②川崎町への新しいひとの流れによる定住促進と交流人口を拡大する事業

③川崎町における若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる環境を
つくる事業

基礎的な学力を確保していくと同時に、次世代を担う社会の宝である子ども
たちが健やかに成長し、人とのかかわりの中で地域に対する愛着を、学校・家
庭・地域の関係者の協力、連携のもと育んでいける本町ならではの子育て支援
体制の構築を図る。また、子育てをする家庭が仕事との両立を図ることが出来
るよう、子育ての一義的な責任は家庭にあることを基本としながらも、家庭の
負担を軽減し、若い世代が出産や子育てに希望をもてる地域の実現をめざす。

【具体的な事業】
・休日無料塾や地域ボランティアによ
る放課後子ども教室への支援等の学
力向上プロジェクト
・新婚世帯の住宅確保時の費用補助事
業
・妊娠から子育てまでの総合的な支援
の充実

など

④安心安全な暮らしを営むずっと住み続けたいまち川崎町を実現する事業

人口減少が進むなか、限られた財政状況で、公共施設や道路、病院、住宅、
公共交通等の社会資本ストックの有効活用を図りながら、防災や自然環境づく
り、町民の生きがいづくり等を進め、「住みやすく暮らしやすい」魅力あるま
ちにしてくことで、町民の満足度を高め、若い世代の地域定着を図る。

【具体的な事業】
・スマートウェルネスシティ（健幸都市）事業
・まちづくり活動支援基金の活用推進
・公共施設、地域交通の利便性向上対策の推進

など

【連絡先】川崎町役場 企画情報課
電話番号：0947-72-3000（内線301） メールアドレス：kikaku@town.fukuoka-Kawasaki.lg.jp

川崎町まち・ひと・しごと創生推進事業

福岡県川崎町


